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果 物 の 食 物 繊 維 が 高 血 圧 自 然 発 症 ラ ッ ト の 血 圧 と 脂 質 レ ベ ルIZ 及 ぼ す 影 響

実 践 女 子 大 家 政　 ○ 中 川 靖 枝,   河 村 雅 子

国 立 栄 養 研 応 用　 辻　 啓 介 ， 市 川 富 夫

目 的　 食 物 繊 維 は 高 血 圧 自 然 発 症 ラ ッ ト （SHR) の 血 圧 を 低 下 さ せ る 作 用 を 有 し ， そ の

降 圧 機 構 の 一 端 に は カ ル ボ キ シ ル 基 や 燐 酸 基 に よ るN   a とK  ,    C  a と の イ オン 交 換 反 応 を

介 し た ミ ネ ラ ル 代 謝 の 改 善 が 考 え ら れ る ． 既 に 演 者 ら は 本 大 会 に お い て 小 麦 フ ス マ ， ア ル

ギ ン 酸 の 効 果 を 観 察 し 報 告 し て い る ． ま た ， 特 に 反 応 基 を 持 た な い セ ル ロ ー ス に も 血 圧 低

下 作 用 は 認 め ら れ る こ と か ら ， 食 物 繊 維 の 非 特 異 的 作 用 と し て も 注 目 さ れ る ． そ こ で 今 回

は 調 理 の 際 に 応 用 範 囲 の 広 い 市 販 の パ イ ナ ッ プ ル（ Ｐ ）と ア ッ プ ル（ Ａ ） の フ ァ イ バ ー を

用 い,    SHRの 血 圧 ， ミ ネ ラ ル 代 謝 ， 血 漿 コ レ ス テa  ー ル レ ベ ル に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た ．

方 法　 実 験 動 物 に は 平 均 体 重390g の 成 熟 雄 性SHR を 用 い た.    UNaCI  を 負 荷 し た 半 合 成 飼

料 に 食 物 繊 維3 μ目当 量 の Ｐ と Ａ と を 各 々旬 え ， 蛋 白 量 は カ ゼ イ ン で 同 等 量 に 調 製 し ， 蒸 留

水 と 共 に 自 由 摂 取 と し た ．，血 圧 は ５ 日 お き に ラ ッ ト 尾 動 脈 圧 測 定 装 置PS-  100を 用 い て 測 定

し た ． 実 験 終 了 前 ２ 日 間 は ラ ッ ト を 代 謝 ゲ ー ジ に 入 れ ， 尿 ， 糞 を 採 取 し ， ミ ネ ラ ル（Na.  K,

Ca ，Mg，Fe．Zn.Cu ）を 原 子 吸 光 法 で 求 め た ． 実 験 終 了 後 ， エ ー テ ル 麻 酔 化 に て 腹 部 大 動 脈 よ

り 採 血し ， 血 漿 脂 質 を 酵 素 法 で 測 定 し た ．

結 果　 血 圧 は 対 照 の 無 食 物 繊 維 群 に 対 し,     P  .    A 各 添 加 に よ り ５ 日 目 か ら 有 意 に 低 下 し

特 に Ｐ 群 は 最 終 日 に は36iiiniHgも の 差 が 観 察 さ れ た ． 糞 の 乾 燥 重 量 は 繊 維 添 加 に よ り 有 意 に

増 加 し ， 糞 のNa,Mg,Fe はP  群 で 多 く,     KはP   ,    A 群 と も に 多 か っ た ． 尿 中 へ は,    K.Mg ，Feの

排 泄 量 がP   ,    A 両 群 で 有 意 に 増 加 し た ． 血 漿Chi は ７ 日 目 で は 全 群 差 は 認 め ら れ な か っ た

が ， 最 終 日 に はA  ,    P 両 群 で 有 意 に 低 値 を 示 し た.    A 群 は 中 性 脂 肪 ， リ ン 脂 質 と も 低 値 を

示 し た ．
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嫌気処理緑茶( ギ-1'バロン茶）の血圧上昇抑制作用
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〈目的〉先に本研究では、茶葉を嫌気的条件下に置くと、茶葉中にr  －アミノ酪酸（GA
ＢＡ）が増加する事を認め報告した。　今回は、この嫌気処理緑茶（ギャバロン茶と呼称）
を高血圧自然発症ラット（SHR)    に経口投与し、血圧上昇抑制作用を測定したところ、
その効果が認められたので報告する。

〈方法〉嫌気処理して得た緑茶5  0 g を１ ０ ０ 0 mlのイオン交換水の熱湯で１分浸出し、
試料液とした。　通常、茶葉中に含まれるＧＡＢＡ含量は3 Omg ％以下であるか、試験に
供した嫌気処理緑茶には約1  8 O 曜％のGAB  A が含有されていた。　９週令オスのS  H
Ｒラット（200 ～220g ）を１群８匹として、①対照区(1):イオン交換水投与、②対
照区(2):普通緑茶投与、③試験区：ギャバロン茶投与の３群とした。　餌は日本クレア固
形飼料（ＣＥ－２）を用いて飼育した。

〈結果〉S  HR ラットにギャバロン茶を経口投与すると、飼育初期血圧(9 週令）はヽ
1 6 0 mniHgであったものか、1 3 週令には対照区（(1)、(2)）で１８０、試験区で1 5 0mm

Hgであった。　このS  HR ラットをこのままの状態で1  6 週令まで飼育後、試験区と対照
区を交換すると、投与後１～２週間で1 5 0 mrnHgだったものが1 8 0 に上昇し、1 8 0  mm
Hgであったものがギャバ９ン茶投与により、1 6 0 mmHgまで減少した。　飲水量と体重の
変化に関しては試験区、対照区との間に有意差は認められなかった。


